
【平成23年度事業計画】

バイオテクノロジーに関する基礎的研究

 （平成23年3月30日開催「第45回理事会」議案書より）

１　バイオテクノロジーに関する基礎的研究

（１）受託研究（県）

ア 　県からの受託研究（基礎的バイオテクノロジー技術開発促進事業）を実施する。

大課題Ⅰ 競争力のある農林水産物の生産に貢献する技術の開発

中課題 １

　 法人のミッションは、県民に対する十分な説明と情報公開を行いながら、県の政策と一体性を持ったバイオテクノロジーに

関する研究活動を展開し、研究成果を地域に還元して県民生活の向上に貢献することにある。

　 研究課題は、「財団法人岩手生物工学研究センター等におけるバイオテクノロジー研究推進に係る基本方針」（県農林水

産部、平成22年3月26日策定）を踏まえ、(1)農林水産物（水稲、リンドウ育種技術等の開発）、(2)資源循環（バイオエネル

ギー利活用等基礎技術の開発）、(3)健康（県産農林水産物の機能性成分活用技術の開発）とし、具体的な成果目標とそれ

を達成するための工程等を明確にして取り組む。

　特に、次世代シーケンサーの活用によるテーラーメード育種技術の確立に努め、極良食味で耐病性、耐冷性が極めて強

い水稲品種や病気に強い高品質なリンドウ品種の開発に引き続き取り組むとともに、食品等産業振興を見据えた、本県の

豊かな農林水産物の機能性研究に取り組む。

　また、これらの研究活動を推進するために必要な研究費は、県委託事業費のみに頼ることなく、積極的な公募型外部研究

資金の獲得に努め、研究開発基盤の拡充と県からの受託研究の促進を図る。

　平成23年度は、研究成果の地域還元、技術移転、研究資源の有効活用による課題解決を促進するため、県内各研究機

関等との研究連携、技術移転等のコーディネート機能を一層強化し、顧客と一体となった取り組みにより、県民に夢と希

望を与えることができる事業を展開していく。

　各研究課題においては、機関評価でご指摘いただいたご意見等を、今後の研究推進における参
考とさせていただいた。

【重点研究目標】
　生産性･市場性の高い産地形成のため、水稲及びリンドウの「いわてブランド」品種を育成するととも
に、品種識別技術や病害診断技術等を開発し、高度生産技術開発・普及を支援する。

DNA情報を活用した競争力のある農作物、林産物の開発（～H25）

【研究目標１】
・ 水稲では、食味、耐冷性、いもち病抵抗性、低温発芽性などの重要形質と連鎖したDNA情報を
活用し、多様なニーズに早期に対応するテーラーメード育種技術を開発する。
・ 併せて、農業研究センターと共同で極良食味米など売れる品種の開発を進める。
・ ゲノム育種を進める過程で、育成者権の保護等に寄与するDNA品種識別技術を併せて開発す
る。

【研究目標２】
・ 花き（リンドウ）では、「産地が望む」多様なリンドウ品種の開発に寄与するため、花色、耐病性、開
花期などの重要形質と連鎖したDNA情報を活用したゲノム育種法を確立する。DNAマーカーによ
る系統選抜は農業研究センターと共同で併行して進めることとする。
・ 親株維持手法の開発や純系の活用などにより、リンドウ種子の安定供給に貢献する技術を確立
する。
・ ゲノム育種を進める過程で、育成者権の保護等に寄与するDNA品種識別技術を併せて開発す
る。

【研究目標３】
　食用きのこ類では、菌根菌（マツタケなど）の増殖に資するため、その菌根の形成状況を非破壊
分析できる技術を開発する。

小課題名 研究目標 備　考　（担当）

1)水稲における重要形質のゲノム
育種法の開発

　水稲の食味、耐冷性、低温発芽性及びいも
ち病耐性と連鎖したDNAマーカーを開発する
とともに、その遺伝子を単離・活用したゲノム育
種技術を開発する。

生命科学研究部（遺
伝学ゲノム学研究分
野）
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中課題 ２

中課題 ３

小課題名 研究目標 備　考　（担当）

2)水稲有用形質に関わる遺伝子
資源の整備

　水稲品種の突然変異系統、外来品種および
野生種を利用した新規有用形質に関連する
DNAマーカーの開発や遺伝子単離の材料の
育成と、育種素材としての利用技術を開発す
る。

生命科学研究部（遺
伝学ゲノム学研究分
野）

3)花き（リンドウ）の新規素材、
DNAマーカー選抜手法を利用し
た効率的育種技術の開発

　リンドウの新規育種素材の作出、DNAマー
カーの開発を行い、また、リンドウの重要形質
に関わる遺伝子の探索、機能解析を行うことに
よって、優良品種(母本）を開発するとともに、
その知見を品種保護に利用する。

細胞工学研究部（分
子育種研究分野）

4)リンドウの生理・生態解明とその
利用による増殖技術の開発

　リンドウの開花調節や越冬芽形成、花芽形成
に関わる因子を生理・生態的に解明し、安定
的な品種母本の維持・増殖技術を開発する。

細胞工学研究部（代
謝工学研究分野）

5)菌茸類の増産技術の開発 　岩手県で自生しているきのこ類（特にマツタ
ケ）及び栽培されているきのこ類の増産技術の
開発、栽培の効率化につながる技術開発等を
行う。

生物資源研究部（生
物機能活用研究分
野）

分子情報を利用した農作物の病害診断・防除基礎技術の開発（～H25）

【研究目標】
　農林水産物の安定生産を支援する病害診断・制御技術の実用化のための遺伝子診断技術を随
時開発するとともに、植物自身が持つ抵抗性を活用した農薬使用量低減のための基礎技術を開発
する。

小課題名 研究目標 備　考　（担当）

1)体系的な植物病害診断法の確
立に向けた病原体検出診断法の
開発

　県内で新奇・特異発生した病害の遺伝子解
析及び診断を随時実施するとともに、植物病
害診断コスト削減及び迅速化を図る新技術を
開発する。また、リンドウこぶ症関連ウイルス
（GKaV；仮称）とこぶ症発症との因果関係を明
らかにすることを目指し、これをモデルケースと
して、汎用的なウイルスの人工感染実験系を
構築する。

生命科学研究部（植
物病態分子研究分
野）

2)低環境負荷植物病害防除技術
の確立に向けた基盤技術開発

　植物病害抵抗性のメカニズムとその発現に
及ぼす環境因子の影響を明らかにする。さら
に抵抗性を高める栽培条件を検討し、低環境
負荷の耕種的防除法の基盤技術を開発する。

生命科学研究部（植
物病態分子研究分
野）

花きの分子育種手法の利用による革新的品種の開発（～H25）

【研究目標】
　交配では困難な新形質を有する革新的な品種母本を作出するための新規有用遺伝子を探索
し、その活用を図る。

小課題名 研究目標 備　考　（担当）

1)花き（リンドウ）における重要形
質制御技術の開発

　リンドウに適した遺伝子組換え手法を開発
し、新奇性の高い花色、八重咲き、不稔化等
の形質を付与したリンドウ系統を作出する。

細胞工学研究部（分
子育種研究分野）

　本課題については、消費者ニーズ、情勢を常に意識しつつ、企業等による成果活用を視野に慎
重に取り扱うべきものとする旨の付帯条件がある。
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中課題 ４

大課題Ⅱ 資源循環型社会の構築に貢献する技術の開発

中課題 １

大課題Ⅲ 健康の維持に貢献する技術の開発

中課題 １

DNA情報の高度活用技術の開発（～H25）

【研究目標】
　SuperSAGE法の次世代シーケンサーへの応用、バイオインフォマティクス分野の強化により、農作
物をはじめ、畜産物、林産物、水産物を含めた本県農林水産物の育種支援基礎技術を確立する。

小課題名 研究目標 備　考　（担当）

1)生物資源を有効活用するゲノム
および遺伝子解析技術の開発

　生物の全ゲノムDNA配列解析及びそのデー
タ解析技術、DNA多型解析のための応用技術
を開発する。

生命科学研究部（遺
伝学ゲノム学研究分
野）

【重点研究目標】
　地域のバイオマスの総合的な利活用の促進を図るため、岩手らしいバイオエネルギー利活用促進技
術を開発し、「いわてバイオエネルギー利活用構想」の実現を支援する。

地域賦存生物資源（バイオマス）の活用促進技術の開発（～H25）

【研究目標】
・ セルロース等の細胞壁糖鎖を高効率に糖化促進する技術を開発する。
・ 優良酵素の改変や分解促進タンパク質との融合タンパク質との融合タンパク質を作出し、より低コ
ストな糖鎖分解技術を確立するとともに、実用性の高い製剤化を行う。

小課題名 研究目標 備　考　（担当）

1)植物の細胞壁代謝に関わるタ
ンパク質の利用技術開発

　タンパク質を用いたセルロース等の植物糖鎖
を効率良く糖化する技術を確立する。

生物資源研究部（バ
イオマス研究分野）

【重点研究目標】
　県農林水産物の持つ機能性を活用して、県民等の健康維持増進に貢献できる技術を開発する。

農林水産物の生物機能を活用した健康維持・増進技術の開発（～H25）

【研究目標】
・ 専門試験研究機関や民間企業等のニーズに基づき、シイタケのゲノム育種法を確立し、抗ガン
多糖レンチナン生産向け等の特徴ある新品種を育種する。
・ 県内に産する農林水産物の機能性研究を推進し、機能性食品や医薬新素材等の様々なシーズ
を生み出し、専門試験研究機関及び産業界との連携による県民の健康維持・増進のための技術開
発を行う。

小課題名 研究目標 備　考　（担当）

1)機能性成分に富む担子菌類の
育種

　健康機能性成分（レンチナンなど）の生産性
の高いシイタケをDNA情報を活用して交雑育
種するための基盤技術を開発する。

生物資源研究部（生
物機能活用研究分
野）

2)生物機能性素材の生産及び利
用方法の開発

　県産農林水産物を付加価値の高い健康機
能性素材として生産し、利用する方法を開発
する。

生物資源研究部（分
子設計、生物機能
活用研究分野）
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イ 県専門試験研究機関との共同研究等

重点研究プロジェクト課題一覧

重点研究課題（施策対応型）一覧

※「いわてバイオエネルギー利活用促進事業」委託事業（農業振興課）

共同研究課題一覧

　県では、「財団法人岩手生物工学研究センター等におけるバイオテクノロジー研究推進に係る基本方針」
（平成22年3月26日策定）の中で、基礎研究から産業応用化までを見通した課題については、生工研セン
ター及び専門試験研究機関において「重点研究プロジェクト」課題とし、積極的に取り組むこととしている。

分　野 課　　　　題　　　　名 生工研センター 専門試験研究機関 研究期間

水 稲 水稲重要形質と連鎖したDNAマーカーの
探索

遺伝学ゲノム学
研究分野

農業研究センター
H15～(26)作物研究室

花　き
DNAマーカー利用によるリンドウ新育種技
術の開発と品種保護への応用

分子育種研究
分野

農業研究センター
H20～24園芸研究室

病理昆虫研究室

水　産
健康維持・増進機能を有する農林水産物
の探索と素材化研究

分子設計研究
分野
生物機能活用
研究分野

水産技術センター

専門試験研究機関

H23～25
利用加工部

（地独）工業技術センター

利用加工部

専門試験研究機関

研究期間

バイオ
マス

植物糖鎖（セルロース等）の単糖化促進技
術の開発

バイオマス研究
分野

－ H20～24

分　野 課　　　　題　　　　名 生工研センター

研究期間

病　理
体系的な植物病害診断法の確立に向け
た病原体検出診断技術の開発

植物病態分子
研究分野

農業研究センター
H19～23

病理昆虫研究室

分　野 課　　　　題　　　　名 生工研センター

林　産
松林に発生する菌根性きのこの増産技術
の開発

生物機能活用
研究分野

林業技術センター
H23～(27)

研究部
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（２）公募型研究

A B A B

1 1

1 1

1 1 1 1

*1 *2 *1 1 *2

1 1 1

*1 *1 *1 *1

3 *1 2 *2 1 1 *2 2 1 1 5 *1 13 *4

1 1

1 1

2 2

1 1

5

1 1

1

1 1

1

2 3 2 2

　平成23年3月14日現在

公募型研究として実施／応募中の外部研究資金事業一覧

1) 「いわてバイオエネルギー利活用促進事業」委託事業（岩手県農業振興課）

2) 「いわてブランド確立先端バイオ研究推進事業」委託事業（岩手県農業普及技術課）

3) 「イノべーション創出基礎的研究推進事業」（（独）生研センター）

4) 「新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業」（農林水産省）

5) 「新農業展開ゲノムﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」（農林水産省）

6) 「農林水産省委託プロジェクト研究事業」（農林水産省）

7) 「科学研究費補助金」（文部科学省、(独)日本学術振興会）

8) 「研究者養成事業」による特別研究員-PD及び外国人特別研究員の受入（(独)日本学術振興会）

9) 「二国間交流事業」（(独)日本学術振興会）

10) 「（財）さんりく基金調査研究事業」（（財）さんりく基金）

11) 「米国NSF研究資金」（アメリカ国立科学財団）

12) 「笹川科学研究助成」（（財）日本科学協会）

13) 「（公）三菱財団自然科学研究助成」（（公）三菱財団）

14) 「加藤記念バイオサイエンス研究振興財団国際交流助成」（（財）加藤記念バイオサイエンス研究振興財団）

15) 「加藤記念バイオサイエンス研究振興財団研究助成」（（財）加藤記念バイオサイエンス研究振興財団）

16) 「リバネス研究費」（（株）リバネス）

　「財団法人岩手生物工学研究センター等におけるバイオテクノロジー研究推進に係る基本方針（平成22
年3月26日策定）」において、引き続き内外の研究開発資金の効果的な投資と戦略的な獲得に努めることと
している。
　平成23年度の実施確定件数（継続）及び応募件数（新規）は以下のとおりである。

事業略称＼研究分野
遺伝学 植物病態 分子育種 代謝工学 生物機能 分子設計 バイオマス 合計（件）

A B B B B A B A B

1)いわてｴﾈﾙｷﾞｰ

2)いわてブランド

3)イノベ創出

4)農水実用技術 1

5)新農業ｹﾞﾉﾑ 1

6)農水省委託プロ

7)科研費 2 3 2

8)PD受入

9)二国間交流

10)さんりく基金

11)米国NSF資金

12)笹川研究助成 2 2

13)三菱財団研究助成 1

14)加藤記念交流助成 1

15)加藤記念研究助成

5 5

16)リバネス研究費 1

15 34

A: 実施確定件数　；　B：応募中の件数(単独または生工研が中核機関）　；
　「*数値」は別機関を中核とする共同研究に参画（応募）している件数。

5 5 2 89
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（３）県以外の機関との共同研究

ア　公立研究機関、独立行政法人、大学等 （延べ 9 機関）
区分

2)

3)

4)

5)

6)

－

－

－

－

注）表右欄の「区分」は「（２）公募型研究」の事業区分番号に対応する。

　県からの受託課題の迅速化及び効率化を図るため、「財団法人岩手生物工学研究センターにおける県以
外の機関との共同研究の実施手続き」（平成12年８月３日付・農普第426号）に基づき、県以外との共同研究
を下表のとおり実施する（共同研究契約を締結した課題）。
　※外部研究資金等に応募中の共同研究課題は除く。

課　題　名 研究期間 担当研究分野 共同研究機関（○：主査）

「ひとめぼれ」突然変異集団とRILsを用い
た連関解析実験系の確立と利用

H21～23 遺伝学ゲノム学研究
分野（寺内）

総合研究大学院大学、
岩手県農業研究セン
ター

北東北地域における非主食用多用途超
多収イネの品種開発と省力栽培技術の開
発

H22～24 遺伝学ゲノム学研究
分野（齋藤）

○岩手県農業研究セン
ター、(地独)青森県産業
技術センター（農林総合
研究所）

いもち病菌エフェクタータンパク質によるイ
ネ耐病性発現調節機構の解析

H20～24 遺伝学ゲノム学研究
分野（寺内）

○(独)農業生物資源研
究所

SAGE法を用いたいもち病菌非病原力遺
伝子の網羅的クローニングと変異性の比
較解析

H20～23 遺伝学ゲノム学研究
分野（寺内）

（基盤研究A）○神戸大
学

キノコの光受容・応答に係わる遺伝子と子
実体形成のメカニズムの解析

H22～25 生物機能活用研究
分野（坂本）

○(独)森林総合研究所

担子菌を用いた稲わらバイオリファイナ
リー技術の開発

H20～24 生物機能活用研究
分野（坂本） 、バイ
オマス研究分野（竹
田）

○東京大学

テルペンの生合成酵素を恒常的に過剰発
現させた遺伝子組換え植物の作成と組換
え植物を利用した生物間相互作用に関す
る解析

H20～24 分子育種研究分野
（西原）

京都大学

重イオンビームを利用したリンドウ突然変
異体の作出

H21～23 分子育種研究分野
（西原）

○（独）日本原子力研究
開発機構

ベタレイン色素の異種発現系の確立と花
色改変への適用

H21～23 分子育種研究分野
（西原）

東京農工大学
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イ　民間企業 （延べ 2 機関）
区分

－

－

注）表右欄の「区分」は「（２）公募型研究」の事業区分番号に対応する。

課　題　名 研究期間 担当プロジェクト 共同研究機関（○：主査）

ホップゲノム解析 H22～24 遺伝学ゲノム学研究
分野（寺内、吉田）

サントリーホールディング
ス（株）

レンチナン生産向けシイタケ育種母本の
開発

H19～22→
23

生物機能活用研究
分野（坂本）、分子
設計研究分野（矢
野）

（株）北研・食用菌研究
所
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【平成23年度事業計画】

バイオテクノロジーに関する「調査及び情報収集」「セミナー等の開催」「研修の実施」

 （平成23年3月30日開催「第45回理事会」議案書より）

２　バイオテクノロジーに関する調査及び情報の収集

（１）学会等参加

（２）大学等研究機関調査

　先端研究を実施する大学等研究機関を実地調査し、最新情報、実験材料及び先端技術の提供を受ける。

（３）海外派遣

（４）文献情報収集・提供

３　バイオテクノロジーに関する研修の実施　

（１）研究員及び研修員の受け入れ

　JSPS特別研究員事業等による研究員を受け入れ、受託研究に関連する技術指導及び研修を実施する。

（２）岩手大学連携大学院

４　バイオテクノロジーに関する公開セミナーの開催

（１）県民向けセミナー等の開催

（２）公開セミナーの開催

（３）研究発表会等の開催

　研究事業の進捗状況、成果を関係者に説明（プレゼンテーション）するとともに、指導・助言等を受ける。

生工研シンポジウム2011 平成23年6月上旬 生工研で実施している研究に関連したテーマにつ
いて、講師を招へいし、一般県民にもわかりやすく
話題を提供

　内外の著名な研究者を招へいし、バイオテクノロジーに関する公開セミナーを開催する。併せて県内の研
究者の交流を図る。

出前講座（高校、中学校） 随時／年間 バイオテクノロジーに関する理解を深めていただく
ため、学校に出向き「生 工"軒"」として、バイオテク
ノロジー研究の楽しさやこぼれ話を交えながら、わ
かりやすく話題を提供

一般公開 平成23年9月第1週末 バイオ実験体験、施設案内、研究成果展示・プレ
ゼンテーション等

　県民の理解を深め、信頼をうるために、県民を対象としたセミナーや一般公開、中学校・高校における出
前講座を開催する。

名　　　称 開催時期 主な開催内容

　受託研究に関連する学会、シンポジウム等に積極的に参加し、バイオテクノロジーに関する成果情報の収
集を行う。

　国際学会参加、海外関係研究機関との各種研究情報の交換を通じて、海外研究者との最先端情報・技術
の導入を図る。

　内外の専門雑誌、文献目次情報等の最新の研究情報を収集するとともに、積極的な有効利用を促進す
る。

　岩手大学連携大学院連合農学研究科及び岩手大学大学院農学研究科の教育・研究に対する連携・協
力に関する協定書（平成13年４月１日締結）に基づき、高度な専門知識を学ぼうとする学生を受け入れ、受
託研究に関連する研究指導及び講義を実施する。
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【平成23年度事業計画】

機関評価の実施

 （平成23年3月30日開催「第45回理事会」議案書より）

５　機関評価の実施と情報公開の推進

（１）機関評価の実施

ア　学術評価（研究推進委員による外部評価）

イ　内部評価（職員による自己評価）

ウ　顧客評価（顧客による第三者評価）

エ　役員評価（理事・評議員・監事による評価）

（２）情報公開の推進

　役員によって、研究活動の成果並びに、上記ア～ウの評価意見に対する対応及び事業計画、中
期経営計画への意見の反映状況を評価する。

　情報公開すべき項目一覧（新岩手県出資等法人改革推進プラン）に定めるものの他、上記(1)で
実施する機関評価の結果及び対応策について、当法人の強み（優位性）と、弱みの解消策につい
て県民によるチェック機能を期して、引き続きインターネット上に公開する。

　研究各分野に精通する学識経験者（研究推進委員）により、学術的な視点から評価を受け、自ら
の研究水準を理解する。

　職員が、自らの取り組む研究課題について、課題設定前（事前）、研究進捗（中間）及び研究期
間終了後（事後）の３回、目標妥当性や成果実現可能性、研究到達度等を評価し、顧客ニーズとの
整合性を図る。

　顧客毎に、当法人が受託した研究課題について、「イ　内部評価」と同じ視点で、事前、中間、事
後３回の評価を受け、法人職員が顧客と共通の目標を持ち、ニーズに応えるために実施する。
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